
「平調音取、越天楽」、「曹娘褌脱」より（源博雅「新撰楽譜」より

芝祐靖復曲正倉院復元楽器版ほか）、「林歌」（唐楽と高麗楽）、朗詠
「嘉辰」、  舞楽「陵王」　

お　話　宮丸直子（伶楽舎理事）
実　演　伶楽舎（伊﨑善之、石川高、〆野護元、中村仁美、三浦礼美）
監　修　田村博巳（演出家）

実演する音楽

会　　場 ┃ 明治安田ホール丸の内（　　　　　　　　　丸の内　4F）
料　　金 ┃ 2,500円（当日の観覧券を含む） ※美術館の招待券、割引券もご利用いただけます。
　　　　　  11月24日（日）のミュージアム雅楽コンサート「源氏物語に綴られた音楽」
 　　　　　 とのお得なセットチケット（7,500円、 両日入館券込み）もございます。
申込方法 ┃ 本イベントは事前予約が必要です。詳細はチケット販売画面でご確認ください。

11月23日11月23日

「平安文学、いとをかし」展関連イベント「平安文学、いとをかし」展関連イベント
１．お話と実演　平安音楽？、いとをかし！－雅楽入門１．お話と実演　平安音楽？、いとをかし！－雅楽入門
２．ミュージアム雅楽コンサート　源氏物語に綴られた音楽２．ミュージアム雅楽コンサート　源氏物語に綴られた音楽

◀お申し込みはこちら
チ ケ ッ ト は
11月2日（土）
販 売 開 始

お問い合わせ　静嘉堂文庫美術館
〒100-0005　東京都千代田区丸の内2-1-1
☎050-5541-8600（ハローダイヤル）
https://www.seikado.or.jp/
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国風文化が開花した平安時代中期、漢詩にかわって和歌が宮廷の社交の文学として復興すると、仮名文字を国風文化が開花した平安時代中期、漢詩にかわって和歌が宮廷の社交の文学として復興すると、仮名文字を
駆使した日記、随筆、物語、絵巻物などが誕生しました。清少納言の『枕草子』や紫式部の『源氏物語』はそ駆使した日記、随筆、物語、絵巻物などが誕生しました。清少納言の『枕草子』や紫式部の『源氏物語』はそ
の最たるものです。また『和漢朗詠集』の撰者藤原公任は、漢詩、和歌の他、管絃にも優れ「三舟の才」と称さの最たるものです。また『和漢朗詠集』の撰者藤原公任は、漢詩、和歌の他、管絃にも優れ「三舟の才」と称さ
れました。雅楽は平安貴族の必須の教養だったのです。れました。雅楽は平安貴族の必須の教養だったのです。
　本イベントは宮廷文化を彩った日本音楽(雅楽)に注目した入門講座です。雅楽の理解に役立つよう、わかり　本イベントは宮廷文化を彩った日本音楽(雅楽)に注目した入門講座です。雅楽の理解に役立つよう、わかり
やすい解説、楽器紹介と実演、色々な曲をご紹介し、千年の歴史を今に繋ぐ平安音楽の世界へお誘いします。
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